












目的:東南アジアの家庭で慣習的に胃腸病に用いられる neem tree(Azadirachtaindica A 

Juss)の実から作られるマルゴサ油は、人で Reye 様症候群をひきおこし(1)、また動物実験

でもウイスタ一系ラットに神経毒性を示し、ライ型脂肪肝などの臨床病理学的所見が得ら

れることが報告された(2)。今回、マラヤ大学の Dr.Sinniah より恵与ざれたマルゴサ油の

生体に与える影響、特にラット肝ミトコンドリア機能に及ぼす影響について検討を行い、

Reye 症候群が後天的ミトコンドリア機能障害と考えられていることより.マルゴサ油によ

り引き起こされたライ症候群の病態・発症のメカニズムについて考察した。さらに,マルゴ

サ油のミトコンドリア機能障害に対するカルニチン、コエンザイム Qの回復効果を検討し

たので報告する。 


